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環境保全功労者表彰

　舟生地区の木村勉さんが、茨城県知事から環境
保全功労者として表彰されました。
　木村さんは、平成９年に「ヤッホーふれあいの
会」を設立し、日頃から環境保全活動をボランティ
アで行うとともに、茨城県ボランティアＵ

※

．Ｄ 
監視員や茨城県地球温暖化防止活動推進員とし
て、地域の不法投棄監視から地球温暖化の防止に
至るまで、幅広く環境保全活動に尽力されてきま
した。
　今回、その活動が評価され表彰されたもので
す。　※U.D=unlawful  dump　不法投棄の略

乾椎茸日本一を県知事に報告

　第43回全農乾椎茸品評会のこうしん中葉中肉
の部において、最高位の農林水産大臣賞を受賞し
た桑名輝美さん、林野庁長官賞を受賞した関博司
さん、そして、三次市長及びＪＡ関係者らが、７
月８日県庁を訪れ、橋本知事に受賞の報告と産地
ＰＲを行いました。
　６月11日に埼玉県久喜市で開催された同品評
会には、全国21県から６部門380点が出品され、
桑名惠子さんも全農会長賞を受賞されました。

左からJA茨城みどり野上専務、桑名さん、橋本知事、
関さん、三次市長、JA茨城みどり柏代表理事組合長

消防功労者（初期消火）に感謝状贈呈

　６月28日、市消防本部西消防署において、高
部地区の岡山菊江さん、岡山進・悦子さんご夫妻、
岡山昭一・セツさんご夫妻、河西シノさん、真岡
市在住の関美千代さんの７人の方が廣木消防長よ
り感謝状を贈呈されました。
　７人の方は、５月30日に常陸大宮市高部地内
で発生した建物火災を早期発見し、現場に駆けつ
け水道ホースとバケツリレーにより初期消火を
し、被害を最小限にくい止めました。

東京消防庁武蔵野消防署署長より感謝状

　常陸大宮市消防本部西消防署勤務の圷俊行消防
士が、東京消防庁武蔵野消防署の平川署長より感
謝状を贈呈されました。
　圷消防士は、７月６日東京に住む友人宅を訪れ
るために上京中、東京都武蔵野市のＪＲ吉祥寺駅
のホームで帰宅途中の男性が一時的に意識を失
いホームに転落したところを発見。一緒にいた茨
城県消防学校初任科同期の笠間市消防本部笠間消
防署勤務の消防士とホーム上に救出、応急処置を
し、男性の一命を取りとめました。

左から岡山菊江さん、岡山進さんご夫妻、岡山昭一
さんご夫妻、大森みね子さん（関さん代理） 右：圷消防士
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　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれあいの会（木村勉会長）は、
毎月シートベルト着用調査を山方宿駅前で実施しています。

車に乗ったら　忘れずに

　

７
月
13
日
、
子
育
て
広
場
で
ベ
ビ
ー
リ

ト
ミ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
市
内
で
音
楽
教
室
等
を
開
い
て

い
る
中
橋
の
ぞ
み
さ
ん
。
リ
ト
ミ
ッ
ク

は
、
音
楽
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
し
親
子
が
触
れ
合
い
な
が
ら
行
う
も
の

で
、
心
と
脳
を
効
果
的
に
刺
激
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ

て
歩
い
た
り
ボ

ー
ル
遊
び
を
し
た

り
、
見
て
聞
い
て

体
を
動
か
し
、
お

母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ

ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
芽
を

育
み
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
緒
川
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

緒
川
地
域
は
市
内
で
唯
一
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
が
存
在
し
な
い
地
域
で
し
た
が
、
こ

の
度
の
設
立
に
よ
り
、
市
内
の
全
地
域
に

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
存
在
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

緒
川
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
佐
藤
ヨ
シ

子
会
長
を
は
じ
め
総
勢
11
人
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
、「
家
庭
か
ら
絶
対
に
火
を

出
さ
な
い
」
を
目
標
に
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
参
加
し
、
火
災
予
防
広
報
を
行
う

他
、
初
期
消
火
や
応
急
手
当
の
技
術
を
習

得
し
、
緒
川
地
区
の
防
災
意
識
普
及
に
も

努
め
て
い
き
ま
す
。

　７月17日から19日、東京都豊島区の６組の親子17人
が参加し、親子ふれあい体験ツアーが行われました。
　市と豊島区とは、平成17年５月に非常災害時相互応
援協定を締結したことを契機に交流が始まり、都市交流
の推進と観光レクリエーションの振興に資するため、豊
島区の親子を市内に招いて事業を実施しています。
　ツアーは、山方地域のパークアルカディアのケビン村
に２泊して行われ、地域の方の協力により、木工教室や
ブルーベリー摘み取り、草木染めの体験、ホタルの観察
会等が催されました。
　特に三太の湯付近でのホタル観察会は、ホタルを見る
のは初めてという方が半数以上いて、暗闇に浮かぶ幻想
的な光に感動しきりの様子でした。▲草木染めの作品を手に記念撮影

◎４～６月調査分

調査日
運　転　席 助　手　席 合　　計

台　数 着用数 着用率（％） 台　数 着用数 着用率（％） 台　数 着用数 着用率（％）
４月９日 214 212 99.1 27 21 77.8 241 233 96.7
５月６日 215 204 94.9 24 23 95.8 239 227 95.0
６月１日 174 169 97.1 28 22 78.6 202 191 94.6
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広報常陸大宮・ホームページ
掲載広告募集中！

広報紙　半枠（縦45mm×横  85mm）：  9,000円/回

　　　　全枠（縦45mm×横175mm）：18,000円/回

＊　詳しくはホームページをご覧いただくか、

　本庁企画課までお問い合わせください。

ＵＲＬ　http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

地域の宝を育てよう
檜山区長　國安　清さん

　私達の区は多分にもれず少子高
齢化の地域です。過日開催された
まちづくりシンポジウムでは、各
区にはそれなりの｢宝｣があるので
それを地域のまちづくりに役立て
て欲しいとの事でした。
　檜山地区では、御前山ダム建設
に伴う水没地に生息している希少
動植物を移植した保護地域「ビオトープ」作りを区
全体で行っています。
　先日、茨城大学の先生・学生や御前山小学校の児
童達とビオトープ作りを行いました。その後自然環
境と清い沢水の中で、ソーメン流しや、猪の肉と地
元の山菜によるバーベキューをしたり、田んぼの学
級で収穫した米で作ったおにぎりなどを食べたりし
ました。
　御前山ダムもいよいよ湖水が出現しますので、周
囲に桜の花を咲かせようと現在種子を取っていて湖
畔に植える計画です。ぜひビオトープに遊びにお出
でください。
※市と茨城大学とは相互に連携協力し「豊かな自然と調和
した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取り
組んでいます。

いっしょにまちづくり
市民の方からの

知
市ってニュース！

　

７
月
18
日
に
常
陸
大
宮
市
一
斉
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

清
潔
で
ご
み
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
各
地
区
の
環
境
保
全
推
進
委
員

長
を
中
心
に
地
域
住
民
や
市
内
中
学
校
、

県
立
小
瀬
高
校
、
常
陸
大
宮
市
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
常
陸
大
宮
市
建
設
業
協
会
、

常
陸
大
宮
市
内
郵
便
局
等
約
１
１
７
７
０

人
が
一
斉
に
国
道
・
県
道
・
市
道
及
び
河

川
の
清
掃
活
動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
紙
く
ず
な
ど
の

ご
み
の
回
収
と
、
河
川
敷
等
の
草
刈
り

を
実
施
し
ま
し
た
。
回
収
し
た
ご
み
の
量

は
、
可
燃
ご
み
２
９
６
５
㎏
、
不
燃
ご
み

２
１
９
６
㎏
、
粗
大
ご
み
は
ト
ラ
ッ
ク
４

台
分
で
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４年ぶりに小倉八坂神社の祗園祭開催
大串　光雄さん（小倉地区在住）

　７月17日、小倉地内の北野五所神社の境内に
ある八坂神社の祇園祭が開催されました。
　好天にも恵まれ、子ども神輿と大人神輿が繰り出
し、花火も打ち上げられ盛大な祭りとなりました。
　大人神輿は午後６時に本殿を出社し、地区内を
１周して午後10時に本殿へ入社しました。境内
から続く110余段の階段を掛け声を掛けながら神
輿を担ぎ下ろす姿は勇壮で、無事下りきった時に
は、集まった人々から拍手が沸き起こりました。
　神輿の担ぎ手が減少してきている中で、伝統あ
るこの祇園祭を絶やすことなく後世へと継承して
いきたいと思います。

知

　このコーナーでは、市民の皆さんからの情
報をお待ちしています。写真と原稿をお持ち
ください。
　なお、お寄せいただいた情報は掲載できな
い場合もありますので、ご了承ください。
★本庁企画課情報・広報グループ
　　☎　５２－１１１１　内線３８３
　FAX　５３―６０１０
　　　kikaku@city.hitachiomiya.lg.jp

市ってニュース！


